
道の駅あわくらんどの道
向かいにある「ふれあい公
園」。もっとたくさんの人
に活用してほしいと6年生が
計画中です。

ふれあい公園に看板を 6年

1学期の学習を振り返り、使い
方を伝える看板とイベントづく
りを考えていきます。
看板には目的がある。伝えた
い相手に見てもらえる工夫がい
る。相手意識やモノづくりの視
点を木薫の國里さんが教えてく
ださいました。

板状の看板でなく、四方から
見える看板のアイディアが6年生
から出ています。
そして、どんな人に見てほし
いのかを考えます。子どもの身
長、一緒にいるお母さんの身長。
巻き尺で高さの見当をつけなが
ら高さを決めていきました。

公園でできることを出し合
う中では、「缶けりは、
ずっと缶を転がしておくの
はよくないよね。これは、
イベントにする方がいいか
もね。」と助言をいただき
ながら進んでいます。

毎回、新しい考え方（視点）にふれ
ながら、考え進めていく。一つ一つ解
決しながらの学習にチャレンジです。


